
京
都
大
学
法
学
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

（
平
成
十
六
年
達
示
第
百
二
十
九
号
）

京
都
大
学
法
学
部
規
程
（
昭
和
二
十
四
年
達
示
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

一
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一

入
学

第
一
条
第
一
項
中
「
教
授
会
」
を
「
法
学
部
教
授
会
（
以
下
「
教
授
会
」
と
い
う

」
に
改
め
る
。

。
）

二
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二

科
目

第
十
八
条
を
第
二
十
条
と
し
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
を
二
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

六
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六

外
国
学
生
、
科
目
等
履
修
生
、
聴
講
生
及
び
特
別
聴
講
学
生

第
十
四
条
第
二
項
中
「
九
十
二
単
位
」
を
「
八
十
四
単
位
」
に

「
百
三
十
八
単
位
」
を
「
百
三
十
単
位
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
九
十
二
単
位
は
、
演
習
四
単
位
」
を
「
八
十

、

、

、

、

」

四
単
位
は

専
門
科
目
規
程
に
定
め
る
基
礎
法
学
及
び
政
治
学
の
領
域
に
属
す
る
科
目
か
ら
六
単
位

公
法
及
び
民
刑
事
法
の
領
域
に
属
す
る
科
目
か
ら
六
単
位
の
ほ
か

演
習
二
単
位

に

「
八
単
位
」
を
「
四
単
位
」
に

「
九
十
二
単
位
」
を
「
八
十
四
単
位
」
に

「
百
三
十
八
単
位
」
を
「
百
三
十
単
位
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
第
一
号
中
「
第
五
条
、
第
六
条
及
び

、

、

、

第
七
条
」
を
「
第
六
条
か
ら
第
八
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
七
条
の
二
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
九
条
」
を
「
第
十
一
条
」
に
改
め
、
同
条
第
六

項
中
「
第
八
条
」
を
「
第
十
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
十
三
条
中
「
教
官
」
を
「
教
員
」
に

「
事
情
あ
る
」
を
「
事
情
が
あ
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

、

第
十
二
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
十
一
条
中
「
履
修
し
た
科
目
に
つ
き
」
を
「
履
修
登
録
を
し
た
科
目
に
つ
い
て
」
に

「
な
し
た
」
を
「
し
た
」
に

「
本
学
」
を
「
京
都
大
学
」
に

「
受
け
な
い
者
は
、
試
験
」

、

、

、

を
「
受
け
な
か
つ
た
者
は
、
当
該
年
度
の
試
験
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
、
同
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

２

前
項
の
申
出
を
し
た
者
で
あ
つ
て
、
疾
病
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
も
の
に
対
し
て
、
追
試
験
を
行
う
。

第
十
条
第
一
項
中
「
毎
学
年
一
回
」
を
「
毎
学
年
」
に

「
学
期
末
」
を
「
学
年
末
又
は
学
期
末
」
に

「
事
情
あ
る
」
を
「
事
情
が
あ
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

、

、

五
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五

試
験

第
九
条
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に

「
志
望
す
る
者
」
を
「
志
望
す
る
者
又
は
本
学
部
の
学
生
で
あ
つ
て
他
学
部
若
し
く
は
他
大
学
に
転
学
を
志
望
す
る
者
」
に
改
め
、
同
条

、

を
第
十
一
条
と
す
る
。

四
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四

転
学

第
八
条
を
第
十
条
と
す
る
。

三
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三

修
学
及
び
在
学

第
七
条
の
二
を
第
九
条
と
し
、
第
七
条
を
第
八
条
と
し
、
第
六
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
五
条
中
「
学
年
の
初
め
」
を
「
学
年
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
五
条

専
門
科
目
を
履
修
す
る
に
は
、
学
年
又
は
学
期
の
初
め
に
履
修
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

卒
業
の
要
件
と
し
て
修
得
す
べ
き
専
門
科
目
の
単
位
数
に
関
し
、
一
年
間
又
は
一
学
期
に
履
修
科
目
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
単
位
数
の
上
限
は
、
専
門
科
目
規
程
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
六
年
七
月
三
十
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

２

改
正
後
の
第
五
条
並
び
に
第
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
以
後
に
入
学
し
た
者
か
ら
適
用
し
、
同
日
前
に
入
学
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

３

平
成
十
五
年
度
以
前
に
入
学
し
た
者
に
対
す
る
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
同
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
履
修
登
録
を
要
し
な
い
も
の

と
す
る
。


